
善意善意で広がる地域の輪善意で広がる地域の輪
善意銀行の紹介

どんなことに使われているの？

【令和元年度配分団体】

「二十会」（大住台地域）　活動紹介

二十会
は た ち か い

向上高等学校

大住台地域住民の交流と親睦を深めるために、年２回のお花見、芋煮会の費用として配分

《配分額　63,000円》

　東日本大震災被災地の被災者支援、現地高校との交流等

の活動費として配分《配分額　100,000円》

さくら会
　岡崎地域の高齢者の交流、健康維持のための事業を実施

するための活動費として配分《配分額　40,000円》

　善意銀行は、「寄付をしたい」「何かに役立てて欲しい」そのようなお気持ちから寄せられた金品をお預かりし、市

内のボランティア団体や市民活動団体が実施する事業に配分しています。

　平成30年度は32件、648,488円の寄付金と27件（お菓子、お米、洗剤、タオル等）の寄託品が寄せられ、寄託品は

福祉団体を中心に配分し、寄付金は3団体に配分されました。

　今回は、寄付金が配分された活動の一部をご紹介します。

　※令和２年度善意銀行配分団体の申請案内は第 2面をご覧ください。

　活動を始める前は、地域の親睦関係がほとんどなく、会

を立ち上げて地域住民の交流が広がったことをきっかけ

に、今では麻雀・スポーツ吹き矢・パークゴルフなど１０

以上のサークルが活動するようになりました。

　地域の交流イベントである「芋煮会」には、小さいお子

さまから年配の方まで、幅広い世代が集まり地域の輪が広

がっていました。

　災害時には、多くのボランティアの方々が被災地支援のために活動されています。

今年度、特定非常災害に指定された台風19号の被災地でボランティア活動を行った個人や団体に、交通費等の

一部およびボランティア活動保険の保険料相当額を、善意銀行に寄せられた寄付金を活用し、助成しました。

地域交流の推進のために・・・

被災地を支援するために

『会に参加したことで、知り合いが増えた。』

『娘に誘われて参加しました。孫と一緒に参加できるイベントが地域であるのは嬉しい！』

『引っ越して３年目になるが、隣人に誘われて参加したのがきっかけで、知人も増えた。』

『地域の方と顔見知りになっておくと、災害の際にも自然と地域で支えあいができるような気がす

る。身近な地域で助け合いができるとよい。』

参
加
者
の
声

災害に備えた取り組み

剤、タオル等）の
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【交付対象】　配分金の交付対象団体は、市内を主たる活動拠点とし、伊勢原市の地域福祉向上のために事業を行う団体で、次に掲げる全て

　　　　　　　の要件を満たす団体とします。

　　　　　　　(1) 任意団体、学校法人またはＮＰＯ法人

　　　　　　　(2) 団体の構成員がおおむね１０人以上で、９割以上が伊勢原市在住、在勤または在学

【対象事業例】　・高齢者、障がい者等の外出や買い物等の生活支援活動・放課後の子どもたちの見守り活動・地域住民が定期的に集う茶話会

　　　　　　　・担い手を育成するための勉強会・災害時を想定した助け合いの仕組みづくり　など

【実施期間】　令和２年４月１日から令和３年３月31日まで

【申請期間】　令和元年12月１日から令和２年２月28日まで

【配分内容】　配分金の交付は、１団体１年につき１回とし、配分金額は、対象経費の合計額の75％の額です。ただし、10万円を限度とします。

　　　　　　　算出した配分金額に1,000円未満の端数があるときは、その端数金額を切り捨てます。　

【対象経費】・謝金・消耗品費・郵送代・印刷製本費・使用料および賃借料・保険料・災害支援活動に必要な資材機材等の購入費

　　　　　　・被災地までの交通費等　　※申請を希望される方は、市社協までご連絡ください。

　令和元年９月11日から令和２年１月10日までに善意銀行にご寄付

をいただいた方をご紹介させていただきます。 

【寄託金】▶ジャスミングループ

　　　　　▶伊勢原協同病院ボランティアグリーン・エプロン

　　　　　▶大門 ヒロ子　▶スーパーアルプスお客様一同

　　　　　▶スーパーアルプス　▶匿名(3)

【寄託品】▶たくみ(2)　▶小旛 康弘(2)　▶うぇるかめ伊勢原

　　　　　▶伊勢原市民生委員児童委員協議会

　　　　　▶環境美化センター　▶伊勢原市更生保護女性会

　　　　　▶西沼目自主防災会　▶向上高等学校　なおき会

　　　　　▶セブン-イレブン・ジャパン（注）▶匿名　

　　　　　　※敬称略・順不同・㈱、㈲等は省略　（　）内は回数

注：（株）セブン-イレブン・ジャパンと県社協との商品寄贈に関する

協定の締結に伴い、セブンイレブンの店舗の閉店等による食料品や

日用品等の在庫商品の寄贈を受けました。

令和元年度累計　　寄託金　619,216円　寄託品　21件

　交通遺児世帯の児童・生徒に対し、入学、卒業等の際に激励金を

支給します。この激励金は、県社協が設置している交通遺児・子ど

も福祉基金を財源としており、あらかじめ市社協を通じて台帳への

登録が必要です。登録がお済みでない方は、市社協までお知らせく

ださい。

【対　象】　①小・中学校に入学する児童・生徒

　　　　　　②中学校を卒業する生徒　

　　　　　　③高校を卒業する生徒　

【支給額】　激励金　50,000円　見舞金 100,000円

　申し込み・問い合わせ：市社協に電話またはメール

　老人福祉センター阿夫利荘で開催している「趣味の教室」の参加

者を募集します。阿夫利荘までは伊勢原駅南口とシティプラザから

無料送迎バスを運行しています。

受 講 期 間：令和２年４月から令和３年３月まで（９月を除く）　

対  　    象：市内在住の60歳以上の方　

参　加　費：１教室　1,500円（別途材料費等有り）

申 し 込 み：令和２年２月28日までに申込書を提出（電話申し込み不可）

場　　　所：老人福祉センター阿夫利荘（大山194）

※申込書は、老人福祉センター阿夫利荘、市社協、市役所介護高齢課にあります。

問い合わせ：☎93-1006　FAX 93-0505

　やすらぎサービスは、高齢や障がい、傷病、産前産後などで、日

常生活でお困りの方の負担を少しでも軽くするため、市民の参加と

協力により低額の料金で調理・掃除等の家事援助サービス、通院や

外出などの介助サービスを提供しています。

サービスの内容
【家事援助】●調理●衣類の洗濯●掃除・整理整頓●買い物

【介助サービス】●通院介助●外出介助●簡易な身の回りの介助

【その他】●薬の受け取り●お話相手●趣味の活動援助

利用会員

市内在住の方で福祉的支援が必要な方

（まずはご相談ください）

●利用時間

原則、平日の午前 8 時～午後 6 時

（祝日、年末年始を除く）

●費用

年会費　2,000 円

１時間　1,000 円

（30分延長ごとに500円加算）

協力会員

20歳以上の方で、この制度の趣

旨を理解し、熱意と真心をもっ

てサービス提供のできる方

※有償ボランティアですので、

　ヘルパー等の資格は不要です。

●謝礼

１時間　850円

（30分延長ごとに425円加算）

交通費　１回100円支給

令和２年度趣味の教室の参加者募集

交通遺児激励金のご案内

やすらぎサービスのご案内

「令和２年度善意銀行配分金」申請団体を募集します！！

募集人数

絵手紙 第４火曜日 10:30～14:00 30人

詩吟 第４金曜日 10:30～15:00 50人

フラダンス 第４火曜日 10:30～12:30 50人

レクダンス 第３水曜日 10:30～12:00 50人

教室名

第２木曜日 10:30～15:00 70人書道

第３水曜日 13:00～15:00 50人民踊

第４金曜日 10:00～15:00 30人茶道

曜　日 時　間

50人カラオケ 第１金曜日 10:30～12:30

第１金曜日 10:00～15:00
陶芸 各35人

第3水曜日 10:00～15:00

善意銀行にご寄付ありがとうございました。

西沼目自主防災会　　 大門ヒロ子様

　　

就労継続支援Ｂ型事業所



私たちは、介護サービスを

とおして高齢者の豊かな生

活の実現を目指します

特別養護老人ホーム（従来型50床・ユニット型50床）、通所介護、
短期入所生活介護、訪問介護、居宅介護支援、伊勢原西部
包括支援センター

社会福祉法人泉心会　高齢者総合支援センター泉心荘
伊勢原市三ノ宮511-1　電話 0463-92-6722
http://www.senshinso.or . jp/

障害者支援施設  みどり園／清川ホーム

認可保育所  伊勢原ふたば保育園／本厚木ふたば保育園

就労継続支援Ｂ型事業所  つくし／アトリエ ヴェルデ

相談支援事業所  つくし相談室／グループホーム  げんき家

緑友会

社会福祉法人  緑 友 会
地域への貢献地域への貢献能力発揮と安定能力発揮と安定お客様第一主義お客様第一主義 地域への貢献能力発揮と安定お客様第一主義
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この広報紙は共同募金の配分金を財源に発行しています
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華やかなオペラの世界

ソプラノ：翠千賀　　テノール：上原正敏

ピアノ：追川礼章　

第１部　乾杯の歌／カルメン／ハバネラ

／誰も寝てはならぬ　他

第２部　ご存知の曲をお楽しみください

【日　　　時】令和２年３月７日（土）13：00開場　13：30開演　

【会　　　場】伊勢原市民文化会館　小ホール

【料　　　金】3,500円　※チケットの収益金は、全て社会福祉事業等

　　　　　　　　　　　　 に寄付されます。

【主　　　催】国際ソロプチミスト伊勢原

【問い合わせ】歳入委員長　能條恵子　TEL・FAX　0463－94－1260

　令和元年10月18日、神奈川県立青少年センターにおいて、「神奈

川県社会福祉大会」が開催されました。本市からは、永年にわたり

地域福祉活動推進に積極的に取り組んでいただいた方々および共同

募金運動にご尽力をいただいた方々に表彰状および感謝状が贈呈さ

れました。

　特別賛助会員のご紹介　令和２年１月10日までに、特別賛助会員

としてご加入いただきました法人等をご紹介させていただきます。　

なお、個人でも多くの方々にご加入いただいておりますが、個人情

報保護の関係から掲載は控えさせていただきます。

令和２年１月10日現在の会員募集状況についてご報告します。

【１口】

伊勢原ホーム、伊勢原立正幼稚園、梶山内科クリニック、神奈川中央

交通西、クローバー、向上高等学校、小松商店、こまや社会福祉事業

会、佐々木工業、自修館中等教育学校、瀬戸水産、中央物産、特定行

政書士塚本富男事務所、デイサービスよしざわさんち、成瀬石材店、

日発精密工業、福寿いせはら上粕屋、松井小児科医院、横浜日野自動

車、龍泉寺、ルミエール歯科、レナテック、ワタナベ機工

※敬称略・順不同・㈱、㈲等は省略 

　県下の小・中学校の児童、生徒から８,８６１篇の作品が寄せられ、

その中から、５人の方が入選されましたのでご紹介します。※敬称略

　最優秀賞　緑台小学校１年　　

　　　　　　安倍　花怜「おばあちゃんとのりょこうと車いす」

　最優秀賞　伊勢原中学校１年

　　　　　　細田　伊織「僕と福祉とヘルプカード」 

　最優秀賞　中沢中学校１年 

　　　　　　石垣　檀「"ごめんなさい"を"ありがとう"に」 

　優 秀 賞　成瀬小学校５年　

　　　　   　北村　芽生「福祉とのつながり」 

　優 秀 賞　伊勢原中学校２年　

　　　　　　市川　千姫「隔てているもの」

《神奈川県知事表彰》

▼神奈川県社会福祉関係者等 

　表彰 

・池田雄二　・春木誠

▼共同募金運動功労者表彰

（団体）

・国際ソロプチミスト伊勢原 

・JAいせはらはばたきの会 

《神奈川県社会福祉協議会会長感謝》 

▼永年勤続功労者

・佐藤順一郎 　

▼ボランティア功労者　 

・大澤ひろ子　・増井スエ子　・吉種惠子 

《神奈川県社会福祉協議会会長表彰》 

▼永年勤続功労者　 

・福田勝範　・平井いづみ　

・上野浩二　・江藤真理　

・齊藤真由美 

・高井和美　・二宮浩行

・大塚多恵　・和田速男　

 ▼ボランティア功労団体 

・大田小学校ベルマークボランティア

・桜台小学校おはなしどんぐり 

・ポパイ倶楽部

　皆さまのご協力ありがとうございました。この募金

は、県内の福祉団体等に配分されるほか、市内の低所

得世帯への援護金やサロン活動の助成金などに活用さ

れます。　　　　　　　　　　　　　　 (令和２年１月10日現在）

令和元年度社会福祉協議会
会員募集中間報告

共同募金にご協力ありがとうございました!!

第４３回神奈川県福祉作文コンクール

第２９回　国際ソロプチミスト伊勢原　３０周年記念チャリティーショー

おめでとうございます
表彰・感謝

※敬称略・順不同 

介護付き有料老人ホーム

月額利用料１５０,０００円～（入居金なし）

就労継続支援Ｂ型事業所

（有料老人ホーム同一建物内）

〒２５９－１１４１伊勢原市上粕屋１９３１－１

お気軽にお問合せ下さい。 ℡ ０４６３－７９－９６００

お気軽にお問合せ下さい。 ℡ ０４６３－26－７８５０

広告

赤 い 羽 根 共 同 募 金　 6,594,719円

年末たすけあい共同募金　 5,605,965円

　　合　　　　　計　　　12,200,684円

正 　 会 　 員　　　19,204口　　　5,761,495円

賛 助 会 員　　　 2,232口　　　2,232,000円

特別賛助会員　　　　 313口　　　1,565,000円

総 　 　 計　　　21,749口　　　9,558,495円

口　　数 会費合計



ボランティアバス

を運行

善意で広がる地域の輪

い せ は ら 社 協 だ よ り 第99号令和２年（2020年）２月１日（4）

被災地支援のために

　近年、豪雨による河川の氾濫等により、各地で甚大な被害が発生しています。

　令和元年に発生した台風第15号および第19号では、神奈川県内においても初めて災害ボランティアセン

ターが設置されるなど、大きな被害が発生しました。

　市社協では、いつ発生するかわからない災害に備え、日頃から支援体制づくりに努めるとともに、被災

地の支援を行っています。

■被災者からのボランティア派遣に関する相談の受け付け

■市外県外等から応援に駆けつけるボランティアの受け付け

■被災者からの相談に対するボランティアの派遣調整等を行います。

　運営に当たっては、県内外の社協職員やボランティアの協力も必要です

が、地域のことをよく知る地元の方々の協力が欠かせません。

　市内で大きな被害が発生した際には、災害ボランティアセンターが設置され被災者からのボランティア派遣の相談お

よび市外県外から応援に駆けつけるボランティアの受入派遣調整を行います。

　本市では、いせはら災害ボランティアネットワークと共に、毎年、設置運営訓練を実施し、体制の構築に努めています。

「災害ボランティアセンター」は、市民文化会館大ホールホワイエに設置されます。　

災害ボランティアセンター

災害ボランティアセンターでは

次のような取り組みを行います。

災害に備えた取り組み

　台風第19号により災害ボラン

ティアセンターが設置された相模原

市（相模湖地区）に向けてボラン

ティアバスを運行しました。当日は

14人（市内６人、市外８人）のボラ

ンティアが参加し、被災者宅の泥だ

し等の活動を行いました。

　市社協では、大規模災害により災

害ボランティアセンターが設置され

た際に、被害の状況により県内およ

び県域を越えて職員派遣を行う協定

を締結しています。これまでに「新

潟中越地震」「東日本大震災」の際

に職員派遣をしてきましたが、令和

元年台風第19号により災害ボラン

ティアセンターが設置された相模原

市に職員１人を派遣し、運営支援を

行いました。

　大規模災害が発生した際には、い

せはら災害ボランティアネットワー

クと協働し、義援金街頭募金を実施

しました。

　昨年11月には、「台風第19号（神

奈川県内被災地支援）」に関する街

頭募金を実施し、被災地の支援を行

いました。

　これまでにも「東日本大震災」

「熊本地震」に関する街頭募金等も

実施してきました。

　お寄せいただいた義援金は、県共

同募金会を通じて台風第19号被災

地支援のために活用さ

せていただきます。

　多くの皆さまのご理

解とご協力ありがとう

ございました。

災害に備えた取り組み

●11月22日　42,967円

●11月25日　50,999円

災害義援金

街頭募金を実施

災害ボランティアセンター

の運営支援

この広報紙は共同募金の配分金を財源に発行しています

ふれあいネットワーク


